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田
中
親
美
透
写
古
筆
切
「
名
葉
集
」
の
研
究
（
２
）

小

島

孝

之

は
じ
め
に
―
お
詫
び
と
訂
正
―

前
稿
に
引
き
続
き
、
田
中
親
美
翁
の
透
写
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
古
筆

切
『
名
葉
集
』
の
内
容
の
紹
介
を
続
け
た
い
。

が
、
そ
の
前
に
前
稿
の
誤
り
を
訂
正
し
、
さ
ら
に
前
稿
で
不
正
確
な

解
読
を
行
っ
た
箇
所
の
修
正
を
行
い
た
い
。

先
ず
訂
正
を
要
す
る
箇
所
は
、
田
中
重
氏
の
年
齢
を
米
寿
と
記
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
、
正
し
く
は
卒
寿
で
あ
る
。
最
近
私
は
年
齢
を
誤
る

間
違
い
が
多
く
、
自
分
の
年
齢
さ
え
間
違
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
体
た

ら
く
で
あ
る
。
重
様
に
は
深
く
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

次
に
断
簡
の
解
読
の
誤
り
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

16
の
「
後
鳥
羽
院
宸
記
切
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
依
然
と
し
て
解
読

に
難
渋
し
て
お
り
、
正
解
に
は
程
遠
い
の
で
あ
る
が
、
多
少
は
前
進
し

た
か
と
思
う
。
現
時
点
で
は
次
の
よ
う
に
読
ん
で
み
た
。

今
日
儀
、
毎
事
無
違
失
。
天
禎
快
晴
。
毎
事
相

応
、
尤
所
悦
思
也
。
公
卿
将
並
殿
上
人
多
以
曳

丸
緒
。
右
大
将
猶
曳
丸
緒
云
々
。
前
に
浩
垂
云
々
。
此
條

不
審
。
有
露
丸
緒
浩
垂
之
無
露
時
不
然
。
内

所
聞
直
也
。
何
是
何
非
云
々
。
尋
事
也
。

こ
れ
を
一
応
読
み
下
し
て
み
る
と
、

今
日
の
儀
、
毎
事
違
失
無
し
。
天
禎さ
い
わ
いに

快
晴
な
り
。

毎
事
相
応
す
。
尤
も
悦
び
思
う
所
な
り
。
公
卿
・
将
、
並
び
に
殿
上

人
、
多
く
以
っ
て
丸
緒
を
曳
く
。
右
大
将
は
猶
、
丸
緒
を
曳
く
と

云
々
。
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前
に
浩
垂
と
云
々
。
此
の
条
不
審
な
り
。
有
露
に
丸
緒
・
浩
垂
の
無

露
の
時
は
然
ら
ず
。
内
に
聞
き
直
す
所
也
。
何
が
是
で
何
が
非
と

云
々
。
尋
ぬ
る
事
也
。

こ
の
よ
う
に
読
ん
で
み
る
と
、「
丸
緒
」「
浩
垂
」
は
何
か
儀
礼
に
関

わ
る
装
束
に
関
す
る
事
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。

残
念
な
が
ら
こ
の
中
に
年
次
を
推
定
す
る
手
掛
か
り
は
な
い
。
平
林

盛
得
氏
の
研
究（
注
１
）に

よ
り
氏
の
検
討
し
た
五
点
の
資
料
中
二
点
は
建
保
二

年
五
月
の
記
文
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。
他
は
ま
だ
年
月

日
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
こ
の
建
保
二
年
近
辺
の
記
文
で
あ
る
可
能

性
を
一
応
念
頭
に
置
い
て
さ
ら
に
探
索
を
続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

古
筆
切
の
場
合
往
々
に
し
て
近
い
箇
所
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

か
ら
で
あ
る
。

次
に
23
「
後
宇
多
院　

松
木
切
」
に
つ
い
て
訂
正
す
る
。
次
の
よ
う

に
読
解
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

檮
杵
秋
聲
発

お
き
の
を
と
の
秋
を
き
か
す
る
ゆ
ふ
く
れ
に
ち
か
き
き
ぬ
た
の

こ
ゑ
そ
ひ
ぬ
な
り

　
　

一
林
紅
葉
送
秋
蝉

も
み
し
み
る
も
り
の
木
す
ゑ
の
い
ろ
さ
え
て
風
に
す
く
な
き
ひ

く
ら
し
の
こ
ゑ

　
　

雲
絶
遠
隔
鳴
寒
雁

し
く
れ
ゆ
く
あ
さ
け
の
く
も
は
す
ゑ
と
ち
て
さ
む
き
た
の
も
に

か
り
そ
お
ち
け
る

こ
れ
で
、
一
首
目
の
題
と
歌
意
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。
二

首
目
の
一
句
目
は
「
も
み
ち
ち
る
」
と
読
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
。
た
だ
し
「
も
み
し
」
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
反

し
て
お
り
、
い
か
が
な
も
の
か（
注
２
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
疑
念
は
残
る
。

『
名
葉
集　

上
』
の
内
容
（
２
）

前
稿
で
は
冒
頭
か
ら
の
天
皇
・
皇
后
・
上
皇
を
伝
称
筆
者
と
す
る
部

分
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
そ
れ
に
続
く
親
王
の
部
か
ら
始
め
た
い
。
版

本
の
『
古
筆
名
葉
集
』
で
は
、
親
王
の
部
に
は
、
宗
尊
親
王
を
初
め
、

守
覚
法
親
王
、
護
良
親
王
、
尊
良
親
王
等
数
人
の
該
当
者
が
並
ん
で
い

る
の
だ
が
、
親
美
翁
の
残
し
た
『
名
葉
集
』
に
は
伝
宗
尊
親
王
の
古
筆

切
が
十
二
枚
貼
付
さ
れ
て
い
る
他
に
は
伝
慈
道
親
王
の
断
簡
が
一
枚
あ
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る
だ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
翁
が
多
く
の
所
収
断
簡
を
透
写
し
て
い
る

国
宝
手
鑑
『
翰
墨
城
』
に
は
、
伝
尊
良
親
王
と
伝
法
守
親
王
の
断
簡
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
の
透
写
も
な
い
。
透
写
す
べ
き
価
値
を

感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と
思
う
。
な
ぜ

な
ら
、
三
井
文
庫
所
蔵
の
手
鑑
と
し
て
以
前
写
真
版
の
複
製
を
刊
行
し

た
『
筆
林
』
が
あ
る
が
、
田
中
家
に
は
親
美
翁
が
『
筆
林
』
の
所
収
断

簡
全
て
を
透
写
し
た
も
の
が
貼
り
込
ま
れ
た
一
冊
が
現
存
し
て
お
り
、

中
に
は
「
寸
松
庵
色
紙
」
の
よ
う
に
何
度
も
繰
り
返
し
透
写
し
て
い
る

も
の
さ
え
あ
る
。『
翰
墨
城
』
は
お
そ
ら
く
益
田
鈍
翁
の
手
元
に
あ
っ

た
時
に
そ
の
全
て
を
写
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
後
年

「
名
葉
集
」
と
し
て
貼
込
帳
を
作
成
す
る
時
、
す
で
に
手
元
に
残
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
稿
（
１
）
で

紹
介
し
た
天
皇
・
皇
后
・
上
皇
の
項
で
も
、
伝
聖
武
天
皇
か
ら
伝
後
光

厳
院
ま
で
に
止
ま
っ
て
お
り
、
後
崇
光
院
と
か
後
小
松
院
な
ど
、
多
く

の
古
筆
手
鑑
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
そ
れ
以
後
の
天
皇
等
の
断
簡
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。
ご
本
人
に
確
か
め
る
術
が
な
い
以
上
や
む
を
え
ま
い
。

と
も
あ
れ
、
伝
宗
尊
親
王
の
項
か
ら
始
め
よ
う
。

宗
尊
親
王
は
鎌
倉
時
代
の
人
で
、
源
氏
直
系
の
跡
継
ぎ
が
い
な
く
な

っ
た
鎌
倉
幕
府
が
五
代
将
軍
藤
原
頼
嗣
に
次
ぐ
六
代
目
の
征
夷
大
将
軍

と
し
て
京
都
か
ら
迎
え
た
人
で
あ
り
、
初
め
て
の
皇
族
将
軍
で
あ
る
。

し
か
し
謀
反
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
り
、
ご
た
ご
た
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
す
る
こ
と
が
多
く
、
政
治
的
に
は
ほ
ぼ
無
力
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

他
方
、
文
化
的
に
は
鎌
倉
歌
壇
を
隆
盛
に
し
、
勅
撰
集
の
編
纂
に
も
影

響
を
与
え
る
な
ど
見
る
べ
き
事
績
は
多
い
。
名
筆
と
謳
わ
れ
、
古
筆
の

筆
者
に
擬
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
宗
尊
親
王
筆

と
伝
承
さ
れ
る
古
筆
に
は
、
親
王
の
生
存
時
代
を
遥
か
に
遡
る
平
安
朝

の
名
筆
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
筆
切
と
し
て
は
稀
な
ケ
ー
ス
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
『
名
葉
集
』
に
お
い
て
も
伝
宗
尊
親
王
筆
の
古
筆
切

が
十
二
点
も
貼
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

37　

宗
尊
親
王　

歌
合
切

い
わ
ゆ
る
十
巻
本
歌
合
の
断
簡
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宗

尊
親
王
は
実
在
し
た
時
代
よ
り
も
古
い
平
安
朝
の
古
筆
の
筆
者
に
当
て

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
本
断
簡
も
そ
う
で
、
い
わ
ゆ
る
「
柏
木

切
」「
二
条
切
」
の
二
十
巻
本
歌
合
よ
り
も
古
い
時
代
の
書
写
で
あ
り
、

宗
尊
親
王
筆
で
は
あ
り
得
な
い
。
江
戸
時
代
の
古
筆
鑑
定
家
が
書
写
の

時
代
よ
り
も
書
の
風
格
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

資
料
的
観
点
か
ら
は
「
伝
宗
尊
親
王
筆
」
の
古
筆
切
に
は
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
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さ
て
、
萩
谷
朴
氏
の
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
は
こ
の
親
美
翁
の
透

写
に
よ
っ
て
本
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
正
確
に
は
未
紹
介
と

は
言
え
な
い
の
で
あ
る
が
、『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
は
翻
刻
本
文
の
み

で
、
書
影
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
新
出
断
簡
に
準
じ
て
、
こ
こ
に

紹
介
す
る
意
味
は
あ
る
と
思
う
。

歌
合
番
号
七
五
の
「
天
延
三
年
三
月
十
日　

一
条
中
納
言
為
光
歌

合
」
の
12
番
に
当
た
る
三
行
で
あ
る
。
寸
法
は
二
七
・
二
×
七
・
三
㎝
。

原
本
所
蔵
者
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
図
１
）

図１

（
翻
刻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敦
信
■

し
た
く
さ
は
し
け
り
に
け
り
な
む
か
し
み
し

い
も
か
い
へ
ち
の
あ
と
も
な
き
ま
て

な
お
、
こ
の
歌
合
の
断
簡
は
、『
歌
合
大
成
』
増
補
新
訂
版
が
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
、
D
の
四
枚
を
掲
げ
る
う
ち
の
Ｄ
に
当
た
る
。
旧
版
の
『
歌
合

大
成
』
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
点
だ
け
を
田
中
親
美
翁
の
模
写
に
よ
っ
て
掲
出

し
て
お
り
、
本
断
簡
を
Ｃ
と
し
て
い
た
。
増
補
新
訂
版
で
は
、「
上
野

毅
氏
の
示
教
に
よ
っ
て
」
新
た
に
Ｃ
を
増
補
し
て
、
本
断
簡
を
Ｄ
に
変

更
し
て
い
る
。
他
方
『
古
筆
学
大
成
』
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
点
は
影
印
を

収
録
し
、
Ｄ
の
み
「
個
人
蔵
」
と
し
て
釈
文
だ
け
を
掲
げ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
本
断
簡
の
存
在
は
知
ら
れ
な
が
ら
、
影
印
は
ど
こ
に
も
な
い

と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
意
義
は
あ
る
と
考
え

る
。因

み
に
、『
古
筆
学
大
成
』
以
外
に
、
Ａ
は
飯
島
春
敬
氏
の
所
蔵
で
、

『
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
図
録
』
等
に
原
寸
大
の
写
真
が
あ
り
、
Ｂ

は
『
日
本
の
書
の
美
』
に
や
は
り
原
寸
大
の
写
真
が
あ
る
。
Ｃ
は
『
古

筆
学
大
成
』
の
写
真
が
唯
一
で
あ
る
。

38　

宗
尊
親
王　

如
意
宝
集
切

散
逸
歌
集
『
如
意
宝
集
』
の
断
簡
で
あ
る
。
藤
原
公
任
撰
に
な
る
私

撰
集
で
、
後
に
こ
れ
を
基
に
し
て
『
拾
遺
抄
』
が
編
ま
れ
た
と
も
考
え

ら
れ
て
い
る
。
完
本
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
佚
文
と
し
て
「
如
意
宝
集

切
」
が
唯
一
の
残
存
本
文
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
佚
文
の
集
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成
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
久
曾
神
昇
氏
に

よ
る
佚
文
集
成
の
試
み
が
精
力
的
に
な
さ
れ
、
そ
の
成
果
た
る
同
氏
に

よ
る
「
佚
文
集
成（
注
３
）」

の
33
と
し
て
翻
字
さ
れ
て
い
る
。「
集
成
」
に
久

曾
神
昇
氏
蔵
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
本
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
が
、
前
項
同
様
に
書
影
は
未
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
の
で
、
参
考
ま
で
に
透
写
の
図
版
を
掲
げ
て
お
く
。
寸
法
は
、
二

四
・
二
×
九
・
二
㎝
で
あ
る
。
五
行
分
の
み
の
断
簡
で
あ
る
。

（
図
２
）

図2

（
翻
刻
）

　
　
　
　

に
か
は
ら
け
と
り
て
は
へ
り
け
る
ほ
と
に

　
　
　
　

か
り
の
な
き
は
へ
り
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ね
の
よ
し
た
ゝ

　
　

か
り
か
ね
の
か
へ
る
を
き
け
は
わ
か
れ
ち

　
　

は
く
も
ゐ
は
る
か
に
お
も
ふ
は
か
り
そ

39　

宗
尊
親
王　

桂
様
万
葉
集
切

こ
れ
は
伝
源
順
筆
「
栂
尾
切
」
と
さ
れ
る
平
安
朝
書
写
の
『
万
葉

集
』（「
桂
本
万
葉
集
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
を
、
鎌
倉
時
代
に
模
写
し
た

も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
巻
八
1147
～
1148
番

に
相
当
す
る
箇
所
。
本
断
簡
の
ツ
レ
と
見
做
さ
れ
る
「
桂
様
万
葉
集

切
」
は
残
存
数
が
非
常
に
少
な
い
の
で
、
一
葉
と
い
え
ど
も
貴
重
で
あ

る
。
本
断
簡
は
、
縦
二
一
・
七
×
横
一
三
・
八
㎝
。
下
絵
も
透
写
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、「
桂
本
万
葉
集
」
の
断
簡
は
「
栂
尾
切
」
と
称
さ
れ

る
が
、
宮
内
庁
に
保
管
さ
れ
る
「
桂
本
万
葉
集
」
は
巻
四
の
大
半
を
残

す
巻
子
本
で
、
藍
、
淡
藍
、
淡
紫
、
淡
茶
な
ど
の
色
変
わ
り
の
料
紙
に
、

金
銀
泥
で
鳥
、
草
花
、
樹
木
、
波
な
ど
の
繊
細
な
下
絵
が
描
か
れ
て
い

る
。
断
簡
の
「
栂
尾
切
」
に
も
同
様
の
下
絵
が
見
ら
れ
る
。「
桂
様
万

葉
集
切
」
に
も
よ
く
似
た
下
絵
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、「
桂
本
」「
栂
尾

切
」
の
下
絵
と
見
比
べ
る
と
、
幾
分
繊
細
さ
に
乏
し
く
、
図
柄
も
多
少

異
な
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
本
断
簡
の
下
絵
も
樹
木
に
波
の
図
柄
で

あ
る
が
、
鳥
や
樹
木
の
葉
の
描
き
方
に
多
少
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
思
う
。

（
図
３
）
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図3

（
翻
刻
）霞

立
野
上
乃
方
尓
行
之
可
波
鶯
鳴
都
春

尓
成
即
思

か
す
み
た
つ
の
か
み
の
か
た
に
ゆ
く
し
か
は

う
く
ひ
す
な
き
つ
は
る
に
な
る
ら
し

　
　

高
田
女
王
歌
一
首

山
振
之
咲
有
野
辺
乃
都
保
美
礼
此
春

之
雨
尓
盛
松
里
鶏
利

や
ま
ふ
き
の
さ
き
た
る
の
へ
の
つ
ほ
す
み
れ

40　

宗
尊
親
王　

四
辻
切

鍋
島
本
催
馬
楽
譜
（
国
宝
指
定
）
の
断
簡
で
あ
る
。
鍋
島
家
蔵
本
か

ら
切
り
出
さ
れ
た
断
簡
で
、
ご
く
限
ら
れ
た
数
し
か
存
在
し
な
い
。
本

断
簡
は
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
に
貼
付
さ
れ
た
も
の
の
透
写
で
あ
る
。

原
色
原
寸
の
複
製
も
あ
り
、
図
版
も
多
数
存
在
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は

省
略
に
従
う
。

41　

宗
尊
親
王
・
神
楽
歌
切

平
安
朝
書
写
の
神
楽
歌
の
断
簡
で
あ
る
。
本
断
簡
は
『
翰
墨
城
』
に

貼
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
透
写
で
あ
る
。
よ
っ
て
割
愛
す
る
。
な
お
、

『
翰
墨
城
』
所
収
の
断
簡
以
外
に
は
、
飯
島
春
敬
氏
編
の
『
古
筆
名
葉

集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
葉
が
知
ら
れ
る
の
み
の
極
め
て
希
少
の
古

筆
切
で
あ
る
。

42　

宗
尊
親
王
・
如
意
宝
集
切

『
如
意
宝
集
』
に
つ
い
て
は
既
に
上
述
し
た
。
本
断
簡
は
『
翰
墨

城
』
所
収
の
断
簡
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
省
略
す
る
。

43　

宗
尊
親
王　

熊
野
切

『
白
氏
文
集
』
巻
六
「
帰
田
三
首
」
の
断
簡
。
本
断
簡
は
『
古
筆
学
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大
成
』
に
既
に
個
人
蔵
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
割
愛

す
る
。

44　

下
絵

い
ず
れ
の
断
簡
の
下
絵
で
あ
る
か
定
か
で
な
い
。
本
文
は
写
さ
れ
て

い
な
い
の
で
省
略
す
る
。

45　

宗
尊
親
王　

桂
様
万
葉
集
切　

前
述
し
た
39
と
同
様
の
栂
尾
切
の
鎌
倉
時
代
の
模
写
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
本
断
簡
は
『
藻
塩
草
』
所
収
の
断
簡
で
あ
る
か
ら
、
省

略
に
従
う
。

46　

宗
尊
親
王　

熊
野
切

再
び
「
熊
野
切
」
で
あ
る
。
本
断
簡
は
『
白
氏
文
集
』
巻
六
「
朝
回

遊
城
南
」
の
冒
頭
部
分
で
、『
翰
墨
城
』
所
収
断
簡
の
写
し
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
も
省
略
に
従
う
。

47　

宗
尊
親
王　

桂
様
万
葉
集
切

ま
た
、「
桂
様
万
葉
集
切
」
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
巻
八(

1439
―
1440)

の

断
簡
で
、
前
述
の
『
藻
塩
草
』
所
収
断
簡
に
ほ
ど
近
い
箇
所
。
本
断
簡

は
昭
和
六
十
二
年
十
月
刊
『
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録
』
一
八
三
号
に
掲

載
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
刊
『
思
文
閣
古
書
資
料

目
録
』
一
一
八
号
「
創
業
五
十
周
年
記
念
善
本
一
〇
〇
選
」
に
カ
ラ
ー

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
誰
が
購
入
し
た
の
か
、
今
は
行
方
が
分
か

ら
な
い
。
古
書
店
の
古
い
目
録
を
見
る
困
難
さ
に
鑑
み
て
、
参
考
ま
で

に
掲
載
す
る
。
目
録
の
写
真
と
比
べ
て
も
完
全
に
一
致
し
、
下
絵
ま
で

正
確
に
写
し
取
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
昭
和
六
十
三
年
の
目
録
所

載
写
真
を
掲
げ
る
。
透
写
の
寸
法
は
、
二
〇
・
四
×
一
三
・
一
㎝
。

（
図
４
）

図4図5

（
翻
刻
）ふ

ゆ
の
い
け
の
う
へ
は
こ
ほ
り
に
と
ち
た
る

を
い
か
て
か
つ
き
の
そ
こ
に
い
る
ら
ん

　
　

つ
き
を
み
は
へ
り
て

　
　
　
　
　
　
　

恵
慶
法
師

あ
ま
の
は
ら
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん

こ
ほ
り
と
み
ゆ
る
ふ
ゆ
の
よ
の
つ
き

　
　

冷
泉
院
御
時
御
屏
風
に

　
　
　
　
　
　
　

兼
盛
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（
翻
刻
）

　

原
見
王
歌
一
首

河
津
鳴
甘
南
備
河
尓
陰
所
見
今
哉
開
良

武
山
振
乃
花

か
は
つ
な
く
か
み
な
ひ
か
は
に
か
け
み
え
て

い
ま
や
さ
く
ら
む
や
ま
ふ
き
の
は
な

　

大
伴
宿
祢
村
上
梅
歌
二
首

含
有
常
言
之
梅
我
枝
今
旦
零
四
沫
雪
二

相
而
将
開
可
聞

48　

宗
尊
親
王　

如
意
宝
集
切　

こ
れ
ま
た
「
如
意
宝
集
切
」
で
あ
る
。

本
文
じ
た
い
は
久
曾
神
昇
氏
の
「
集
成
」
に
某
家
蔵
と
し
て
翻
字
さ
れ

て
お
り
、
内
容
は
分
か
っ
て
い
た
が
影
印
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
親
美
翁
の
透
写
に
は
「
谷
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
所
蔵
者
を
表

し
て
い
る
ら
し
い
の
だ
が
、
前
号
に
記
し
た
通
り
誰
を
指
す
の
か
は
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
二
四
・
五
×
一
七
・
九
㎝
。

（
図
５
）

図5

（
翻
刻
）ふ

ゆ
の
い
け
の
う
へ
は
こ
ほ
り
に
と
ち
た
る

を
い
か
て
か
つ
き
の
そ
こ
に
い
る
ら
ん

　
　

つ
き
を
み
は
へ
り
て

　
　
　
　
　
　
　

恵
慶
法
師

あ
ま
の
は
ら
そ
ら
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
ん

こ
ほ
り
と
み
ゆ
る
ふ
ゆ
の
よ
の
つ
き

　
　

冷
泉
院
御
時
御
屏
風
に

　
　
　
　
　
　
　

兼
盛



92

49　

宗
尊
親
王　

熊
野
切

こ
れ
も
ま
た
「
熊
野
切
」
で
あ
る
。
内
容
は
『
白
氏
文
集
』
巻
六

「
自
吟
拙
什
因
有
所
懐
」
の
一
首
の
全
部
。
二
三
・
二
×
一
八
・
三
㎝
。

「
熊
野
切
」
は
界
線
と
罫
線
の
あ
る
料
紙
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
界
高

二
〇
・
八
㎝
、
罫
幅
二
・
二
㎝
で
あ
る
。
な
お
、
天
地
左
右
の
紙
幅
は

断
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
ほ
と
ん
ど
料
紙
の
余
白
に
余
裕
が
な

い
。
料
紙
の
大
き
さ
を
比
較
す
る
と
き
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
余

白
に
こ
れ
も
「
谷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
図
６
）

図6

（
翻
刻
）

　
　

自
吟
拙
什
因
有
所
懐

嬾
病
毎
多
暇
々
来
何
所
為
未
能
抛
筆

硯
時
作
一
篇
詩
々
成
淡
無
味
多
被
衆

人
嗤
上
怪
落
聲
韻
下
嫌
拙
言
詞
時

々
自
吟
詠
吟
罷
有
所
思
蘇
州
及
彭
澤

与
我
不
同
時
此
外
復
誰
愛
唯
有
元
微

之
趂
向
江
淩
府
三
年
作
判
司
相
去
二

千
里
詩
成
遠
不
知

50　

慈
道
親
王　

往
来
物
切

前
述
の
通
り
、
宗
尊
親
王
以
外
の
唯
一
の
親
王
の
断
簡
。
書
状
の
一

部
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
使
わ
れ
た
書
状
と
い
う
よ
り
、
往
来
物
の

一
部
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
し
、
で
は
何
と
い
う
往
来
物
か

と
い
う
と
、
実
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
文
字
の
大
き
さ
が
揃
っ
て
い

る
こ
と
、
あ
ま
り
速
筆
で
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
の
推
測
で
あ
る
が
、

実
際
の
書
状
で
は
な
い
と
断
言
で
き
る
ほ
ど
の
確
証
は
な
い
。
三
二
・

六
×
九
・
五
㎝
。
出
所
は
「
翰
林
帖
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
図
７
）
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図7

（
翻
刻
）雖

久
紙
挟
通
事
□
□

寸
筆
免
経
道
事
甚
勝
位

51　

法
性
寺
忠
通　

近
衛
殿
切

『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』
の
「
法
性
寺
関
白
忠
道
（
マ
マ
）公

」
の
項
に
「
近
衛

殿
切
」
を
筆
頭
に
掲
出
し
、「
巻
物
唐
カ
ミ
胡
粉
地
行
書
一
行
九
字
十

字
」
と
あ
る
。
一
見
す
る
と
漢
詩
の
一
部
の
ご
と
く
見
え
る
が
、
一
致

す
る
文
言
を
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
が
引
用
す
る
貞

慶
の
「
無
常
句
」
の
一
節
が
合
致
し
た
。
こ
れ
は
『
藻
塩
草
』
所
収
断

簡
の
写
し
で
あ
る
が
、
他
に
「
近
衛
殿
切
」
と
見
ら
れ
る
断
簡
は
、
出

光
美
術
館
所
蔵
の
古
筆
手
鑑
『
墨
宝
』
所
収
の
一
枚
と
、
東
京
国
立
博

物
館
所
蔵
の
古
筆
手
鑑
『
毫
戦
』
所
収
の
一
枚
の
み
で
、
こ
の
二
枚
の

内
容
は
共
に
、『
白
氏
文
集
』
巻
三
「
上
陽
人
」
の
一
節
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
、
本
断
簡
は
他
の
二
葉
の
ツ
レ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
近
衛
殿
切
」
と
は
呼
べ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

52　

九
条
兼
実　

経
切
（
３
）

『
法
華
経
』
巻
七
「
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
」（
057
ｂ
12
―
15
）
の
断

簡
。『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』
に
は
二
種
の
「
経
切
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
早
く
文
政
十
一
年
版
の
『
古
筆
名
葉
集
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る

経
切
に
は
「
金
界
草
花
下
画
墨
書
」
と
あ
り
、『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』

で
は
「
類
切
多
シ
」
と
い
う
文
言
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
増

補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
か
ら
は
も
う
一
種
の
「
経
切
」
が
加
わ
り
、

「
墨
罫
一
行
十
七
字
朱
星
ア
リ
」
と
の
説
明
が
あ
る
。
し
か
る
に
、
実

際
に
残
存
し
て
い
る
経
切
の
う
ち
に
は
「
兼
実
」
筆
と
の
極
め
を
持
つ

も
の
は
非
常
に
少
な
い
。
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
徳
川
黎
明
会

所
蔵
の
『
集
古
帖
』
と
、
今
治
市
河
野
記
念
館
所
蔵
の
『
藁
叢
』
に
収

載
さ
れ
て
い
る
二
葉
と
、
本
断
簡
の
三
葉
し
か
な
い
。「
類
切
多
シ
」

と
い
う
割
に
は
該
当
す
る
断
簡
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ

と
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、『
集
古
帖
』
の
断
簡
は
金
銀
砂
子
の
雲
霞
に
、

天
地
の
余
白
に
は
金
銀
箔
を
散
ら
し
、
銀
界
罫
と
い
う
な
か
な
か
豪
華

な
料
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
藁
叢
』
の
断
簡
は
縹
地
の

料
紙
で
朱
点
が
あ
る
。
そ
し
て
本
断
簡
に
は
「
金
銀
霞
砂
子
」
の
説
明
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が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
本
断
簡
は
『
集
古
帖
』
の
断
簡
と
ツ
レ
の
可
能

性
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
銀
界
罫
へ
の
言
及
が
な
い
と
い
う

点
か
ら
は
別
種
と
考
え
る
べ
き
か
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
、
三
種
三
様

の
別
種
と
な
り
、
仮
に
、『
集
古
帖
』
の
経
切
を
下
絵
ア
リ
と
し
て

（
１
）、『
藁
叢
』
の
経
切
を
朱
星
ア
リ
と
見
て（
２
）、
本
断
簡
は
以
上
と

は
別
の（
３
）と
分
類
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
二
四
・
二
×
五
・
八
㎝
、

界
高
二
〇
・
三
、
罫
幅
二
・
〇
㎝
で
あ
る
。
出
所
は
「
岸
」
と
あ
る
。

（
図
８
）

図8

（
翻
刻
）■

■
身
而
為
説
法
応
以
長
者
居
士
宰
官
婆 

羅 

門
婦 

女
身
得
度
者
即
現
婦
女
身
而
為
説
法
応

以
童
男
童
女
身
得
度
者
即
現
童
男 

童
女 

身
而

53　

九
条
兼
実　

縁
起
巻
物
切

『
古
筆
名
葉
集
』
の
兼
実
の
項
に
「
縁
起
巻
物
切　

杉
原
地
仮
名
交

リ
」
と
あ
る
も
の
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ツ
レ
と
見
ら
れ
る
断
簡

が
数
点
あ
り
、
料
紙
の
縦
が
28
～
29
㎝
程
度
で
、
一
行
の
字
数
が
概
ね

14
～
20
字
と
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
上
に
筆
跡
も
類
似
す
る
。
か
つ
、
多
く

の
断
簡
の
内
容
に
「
持
経
者
を
供
養
す
る
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
ツ
レ
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。
本
断
簡
は
、

二
八
・
二
×
四
・
四
㎝
で
あ
る
。
下
端
が
半
字
ほ
ど
切
断
さ
れ
て
い
る

ら
し
い
。
知
ら
れ
る
限
り
の
本
文
か
ら
は
、
果
た
し
て
「
縁
起
」
な
の

か
、
何
ら
か
の
仏
教
説
話
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
余
白
に
「
益
田
」

と
あ
り
、
益
田
鈍
翁
の
所
蔵
だ
っ
た
か
。

（
図
９
）

図9

（
翻
刻
）

か
く
の
こ
と
く
と
か
る
ゝ
ゆ
へ
は
仏
ハ
八
風
を 

は

な
れ
た
ま
へ
れ
は
供
養
な
く
と
も
わ
か
御
身
の 

た

54　

後
京
極
良
経
・
雲
州
消
息
切
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『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』
の
良
経
の
項
に
「
巻
物
切　

雲
州
消
息
紙
五

色
金
銀
下
画
ア
リ
」
と
あ
る
。『
古
筆
切
目
安
』
に
は
「
明
衡
往
来
ノ

切
紫
地
菊
ニ
リ
ン
タ
ウ
ノ
下
絵
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
断
簡
は
、

『
翰
墨
城
』
の
65
と
67
に
収
載
さ
れ
て
い
る
二
葉
と
、『
高
松
帖
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
一
葉
の
三
点
で
あ
る
。
本
断
簡
は
、
こ
の
内
の
『
翰
墨

城
』
65
の
透
写
で
あ
る
。

55　

後
京
極
良
経
・
内
侍
切

本
断
簡
は
、『
翰
墨
城
』
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
「
内
侍
切
和
漢
朗
詠

集
」
の
透
写
で
あ
る
。

56　

後
京
極
良
経
・
和
漢
朗
詠
集
切
（
17
）

後
京
極
良
経
筆
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
筆
切
は
か
な
り
多

く
の
種
類
が
あ
り
、
固
有
名
で
呼
ば
れ
る
名
物
切
に
は
、「
内
侍
切
」・

「
常
知
切
」・「
嵯
峨
切
」・「
大
字
朗
詠
切
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

一
番
新
し
い
『
昭
和
古
筆
名
葉
集
』
に
立
項
さ
れ
て
い
る
の
は
「
内
侍

切
」
と
「
常
知
切
」
の
二
種
で
、
末
尾
に
〇
印
を
付
し
て
新
収
録
の
名

物
切
と
し
て
「
嵯
峨
切　

朗
詠
歌
二
行
書
昭
和
廿
年
了
任
切
」
が
加
え

ら
れ
た
。
そ
の
他
、「
巻
物
切
」
が
三
種
立
項
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一

つ
が
前
掲
の
「
雲
州
消
息
」、
そ
の
二
が
「
集
不
詳　

詩
チ
ラ
シ
書
等

ア
リ
下
画
砂
子
等
ハ
跡
入
ナ
リ
」
と
い
う
も
の
、
そ
の
三
が
「
朗
詠
大

中
小
ア
リ
常
知
切
ニ
似
テ
異
ナ
リ
」
と
い
う
。
即
ち
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
断
簡
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

『
古
筆
学
大
成
』
は
「
内
侍
切
」・「
常
知
切
」・「
嵯
峨
切
」
の
他
に

（
一
）～（
五
）の
図
版
を
掲
げ
て
い
る
。
私
が
調
べ
た
範
囲
で
も
さ
ら

に
十
種
以
上
の
「
後
京
極
良
経
筆
和
漢
朗
詠
集
切
」
な
る
も
の
が
存
在

す
る
。
因
み
に
『
古
筆
学
大
成
』
の（
一
）が
、
所
謂
「
大
字
切
」
に
該

当
す
る
。

本
断
簡
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
（
700
―
701
）
で
あ
る
。
い
か
に

も
後
京
極
良
経
風
の
筆
致
で
あ
る
が
、
他
に
ツ
レ
と
見
ら
れ
る
も
の
が

な
く
、
仮
に
「
和
漢
朗
詠
集
切（
17
）」
と
し
た
。
二
六
・
四
×
一

二
・
一
㎝
、
界
高
二
三
・
二
、
罫
三
・
〇
㎝
で
あ
る
。
余
白
に
「
罫
金

泥
」「
益
田
」
と
あ
る
。

（
図
10
）
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図10

（
翻
刻
）翠

黛
紅
顔
錦
繍
粧
泣
尋
沙
塞

出
家
郷

辺
風
吹
断
秋
心
緒
隴
水
流
添
夜

涙
行

57　

後
京
極
良
経
・
和
漢
朗
詠
集
切
（
18
）

次
も
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
断
簡
で
あ
り
、
巻
上
（
72
―
73
）。
同
じ

く
ツ
レ
の
断
簡
が
見
当
ら
な
い
の
で
（
18
）
と
し
た
。
二
九
・
四
×

六
・
一
㎝
、
界
二
三
・
八
㎝
で
罫
線
は
な
い
。
こ
れ
も
余
白
に
「
益

田
」
と
あ
る
。

（
図
11
）

図11

（
翻
刻
）あ

ら
た
ま
の
と
し
た
ち
か
へ
る
あ
し
た
よ
り

ま
た
る
ゝ
も
の
は
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ

あ
さ
み
と
り
は
る
た
つ
そ
ら
に
う
く
ひ
す
の

は
つ
こ
ゑ
ま
た
ぬ
人
は
あ
ら
し
な

58　

後
京
極
良
経
・
雲
州
消
息
切

本
断
簡
は
、
54
で
述
べ
た
『
翰
墨
城
』
67
に
収
載
の
「
雲
州
消
息

切
」
の
透
写
で
あ
る
。

59　

後
京
極
良
経
・
新
古
今
集
切
（
三
）

本
断
簡
も
ま
た
、『
翰
墨
城
』
68
に
収
載
さ
れ
る
『
新
古
今
集
』
の

断
簡
の
透
写
で
あ
る
。



97　田中親美透写古筆切「名葉集」の研究（2）

60　

後
京
極
良
経
・
古
今
集
切
（
一
）

伝
良
経
筆
の
「
古
今
集
切
」
は
、『
古
筆
学
大
成
』
で
は
（
一
）

（
二
）（
三
）
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
数
種
類
の

断
簡
が
あ
り
、
現
在
時
点
で
七
種
に
区
分
し
て
い
る
。
本
断
簡
は
後
京

極
良
経
筆
「
古
今
集
切
（
一
）」
の
新
出
断
簡
の
透
写
で
あ
る
。
巻
十

七
（
882
―
884
）
で
、
二
二
・
六
×
一
五
・
〇
㎝
。
所
蔵
者
に
つ
い
て
は

何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
図
12
）

図12

（
翻
刻
）あ

ま
の
か
は
く
も
の
み
を
に
て
は
や
け
れ
は

ひ
か
り
と
ゝ
め
す
月
そ
な
か
る
ゝ

あ
か
す
し
て
月
の
か
く
る
ゝ
や
ま
も
と
は

あ
な
た
お
も
て
そ
こ
ひ
し
か
り
け
る

　
　

惟
喬
親
王
の
か
り
し
け
る
と
も
に
ま
か

　
　

り
て
や
と
り
に
か
へ
り
て
夜
ひ
と
よ
酒

　
　

を
の
み
も
の
か
た
り
し
け
る
に
十
日
あ

　
　

ま
り
一
日
の
月
か
く
れ
な
ん
と
し
け
る

61　

後
京
極
良
経
・
拾
遺
集
切

『
拾
遺
集
』
巻
十
八
（
1177
―
1178
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
名
葉
集
』

の
類
に
後
京
極
良
経
の
『
拾
遺
集
』
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

私
の
知
る
限
り
、
他
に
良
経
筆
と
さ
れ
る
『
拾
遺
集
』
の
切
も
な
い
。

ゆ
え
に
現
存
唯
一
の
断
簡
で
あ
る
。
筆
跡
は
所
謂
後
京
極
流
で
は
あ
る

が
、
他
の
伝
承
筆
者
の
古
筆
切
の
中
に
異
伝
の
ツ
レ
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
に
も
思
い
当
た
ら
な
い
。
本
文
は
定
家
本
と

は
相
違
が
あ
り
、
誤
写
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
一
五
・
八
×
一
三
・
八

㎝
。
出
所
の
記
載
は
な
い
。

（
図
13
）
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図13

（
翻
刻
）

　
　
　
　

女
七
親
王
の
八
十
賀
重
明
親
王
の

　
　
　
　

し
侍
け
る
時
の
屏
風
に
た
け

　
　
　
　

に
雪
の
ふ
り
か
ゝ
り
た
る
か
た
あ
る

　
　
　
　

所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之

　
　

し
ら
ゆ
き
は
ふ
り
か
く
せ
と
も
ち
よ
ま
て
に

　
　

た
け
の
み
と
り
は
か
は
ら
さ
り
け
り

　
　
　
　

と
み
は
た
と
つ
き
侍
け
る
こ
ろ
袴
き

　
　
　
　

せ
侍
へ
る
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
原
元
輔

　
　

よ
の
中
に
こ
と
な
る
こ
と
は
あ
ら
す
と
も

　
　

と
み
は
た
ゝ
て
む
い
の
ち
な
か
く
て

62　

後
京
極
良
経
・
色
紙
（
10
）

後
京
極
良
経
と
さ
れ
る
色
紙
も
多
く
、『
古
筆
学
大
成
』
は（
一
）～

（
九
）に
分
類
し
て
い
る
が
、
勿
論
そ
れ
以
外
に
も
あ
り
、『
翰
墨
城
』

所
収
の
色
紙
な
ど
も
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
断
簡
は
そ
の
『
翰

墨
城
』
所
収
の
色
紙
で
あ
る
。

63　

九
条
教
家　

仏
書
切

本
断
簡
は
、
内
容
未
詳
の
仏
書
の
断
簡
で
あ
り
、
ツ
レ
も
今
の
と
こ

ろ
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
三
一
・
八
×
九
・
二
㎝
。
余
白
に
「
益

田
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
図
14
）

図15

（
翻
刻
）た

れ
を
か
も
し
る
人
に
せ
ん
た
か
さ
こ
の

ま
つ
も
む
か
し
の
と
も
な
ら
な
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

わ
た
つ
海
の
お
き
つ
し
ほ
あ
ひ
に
う
か
ふ
あ
わ
の

き
え
ぬ
も
の
か
ら
よ
る
か
た
も
な
し

わ
た
つ
う
み
の
か
さ
し
に
さ
せ
る
し
ろ
た
へ
の

な
み
も
て
ゆ
へ
る
あ
は
ち
し
ま
や
ま

わ
た
の
は
ら
よ
せ
く
る
な
み
の
し
は
／
＼
も
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図14

（
翻
刻
）令

豊
饒
愚
痴
者
得
智
恵
醜
陋
者
令
蒟
正
怖

畏
者
令
安
楽
受
苦
者
令
解
脱
三
途
八
難
等

一
切
悪
道
令
除
断
乃
至
一
切
所
求
悉
令
満
足

64　

鷹
司
基
忠　

古
今
集
切
（
２
）

鷹
司
基
忠
の
「
古
今
集
」
断
簡
と
い
え
ば
、『
古
筆
名
葉
集
』
類
に

掲
げ
ら
れ
る
「
小
倉
切
」
が
有
名
で
あ
り
、
か
つ
多
数
が
現
存
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
に
名
葉
集
に
載
ら
な
い
「
古
今
集
切
」
が
若
干
あ
り
、

本
断
簡
は
そ
の
一
つ
。
巻
十
七
（
909
―
913
）
で
、
ツ
レ
は
な
い
。
二

四
・
一
×
一
五
・
八
㎝
。
余
白
に
「
谷
」
の
書
入
れ
あ
り
。

（
図
15
）

図15

（
翻
刻
）た

れ
を
か
も
し
る
人
に
せ
ん
た
か
さ
こ
の

ま
つ
も
む
か
し
の
と
も
な
ら
な
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

わ
た
つ
海
の
お
き
つ
し
ほ
あ
ひ
に
う
か
ふ
あ
わ
の

き
え
ぬ
も
の
か
ら
よ
る
か
た
も
な
し

わ
た
つ
う
み
の
か
さ
し
に
さ
せ
る
し
ろ
た
へ
の

な
み
も
て
ゆ
へ
る
あ
は
ち
し
ま
や
ま

わ
た
の
は
ら
よ
せ
く
る
な
み
の
し
は
／
＼
も
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見
ま
く
の
ほ
し
き
玉
つ
し
ま
か
も

な
に
は
か
た
し
ほ
み
ち
く
ら
し
あ
ま
こ
ろ
も

た
み
の
ゝ
し
ま
に
た
つ
な
き
わ
た
る

65　

三
条
公
忠　

西
京
切

『
千
載
集
』
巻
十
七
（
1094
―
1097
）
で
、
一
六
・
五
×
一
五
・
五
㎝
。

「
谷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
条
公
忠
は
西
本
願
寺
所
蔵
『
慕
帰
絵

詞
』
の
詞
書
の
筆
者
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
比
較
し
て

「
西
京
切
」
は
真
筆
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
忠
は

数
々
の
古
筆
切
の
筆
者
に
擬
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
最
も
有
名
で
残
存

数
も
多
い
の
が
「
西
京
切
」
で
あ
る
。
本
断
簡
は
そ
の
新
出
の
一
葉
で

あ
る
。

（
図
16
）

図16

（
翻
刻
）こ

の
よ
に
は
す
む
へ
き
ほ
と
や
つ
き
ぬ
ら
ん

世
の
つ
ね
な
ら
す
も
の
ゝ
か
な
し
き

　
　

題
不
知　
　
　

和
泉
式
部

命
あ
ら
は
い
か
さ
ま
に
せ
ん
よ
を
し
ら
ぬ

む
し
た
に
あ
き
は
な
き
に
こ
そ
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　

紫
式
部

か
す
な
ら
て
心
に
身
を
は
ま
か
せ
ね
と
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身
に
し
た
か
ふ
は
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り

　
　

つ
ね
よ
り
も
世
中
は
か
な
く
き
こ
え
け
る

　
　

こ
ろ
さ
か
み
か
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
兼
房
朝
臣

あ
は
れ
と
も
た
れ
か
は
わ
れ
を
お
も
ひ
い
て
ん

66　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

「
今
城
切
」
は
『
古
今
集
』
の
断
簡
で
、
藤
原
教
長
の
真
筆
と
判
明

し
て
い
る
。
既
に
よ
く
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
触
れ
な

い
。
本
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
図
版
が
掲
出
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
本
透
写
に
は
所
蔵
者
と
し
て
「
岸
」
と
い
う
書
込
み

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
飛
鳥
井
雅
経
」
が
十
五
枚
続
く
。
と
り
わ
け

「
今
城
切
」
の
透
写
が
十
三
枚
も
あ
る
の
で
、
新
出
の
断
簡
が
六
葉
も

含
ま
れ
て
お
り
、
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。

67　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
の
断
簡
は
五
島
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
の
透
写
で
あ
る
。
た

だ
し
五
島
美
術
館
所
蔵
の
断
簡
は
離
れ
た
箇
所
の
二
枚
を
貼
り
つ
な
い

で
い
る
。
そ
の
右
側
の
一
葉
で
あ
り
、
貼
り
合
わ
さ
れ
る
前
の
段
階
で

透
写
し
た
ら
し
い
。

68　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

見
開
き
の
二
面
の
透
写
。『
古
今
集
』
は
巻
十
八
（
942
―
947
）
で
あ

る
。
寸
法
は
二
三
・
七
×
一
五
・
九
㎝
。
界
高
が
二
一
・
二
㎝
で
、
横

幅
の
枠
は
一
二
・
八
㎝
で
あ
る
。
所
蔵
者
に
つ
い
て
の
書
入
れ
は
な
い
。

（
図
17
）

図17
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（
翻
刻
）よ

の
な
か
は
ゆ
め
か
う
つ
ゝ
か
う
つ
ゝ
と
も

ゆ
め
と
も
し
ら
す
あ
り
て
な
け
れ
は

よ
の
な
か
に
い
つ
ら
わ
か
み
は
あ
り
て
な
し

あ
は
れ
と
や
い
は
ん
あ
な
う
と
や
い
は
ん

や
ま
さ
と
は
も
の
ゝ
わ
ひ
し
き
と
き
こ
そ
あ
れ

よ
の
う
き
よ
り
は
す
み
よ
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

惟
喬
の
み
こ

し
ら
く
も
の
た
え
す
た
な
ひ
く
み
ね
に
た
に

す
め
は
す
み
ぬ
る
よ
に
こ
そ
あ
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　

布
留
今
道

し
り
に
け
ん
き
ゝ
て
も
い
と
へ
よ
の
な
か
は

な
み
の
さ
は
き
に
か
せ
そ
し
く
め
る

　
　
　
　
　
　
　

素
性
法
師

い
つ
く
に
か
よ
を
は
い
と
は
ん
こ
ゝ
ろ
こ
そ

の
に
も
や
ま
に
も
ま
と
ふ
へ
ら
な
れ

69　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
の
断
簡
は
、『
翰
墨
城
』
所
収
断
簡
の
透
写
で
あ
る
。

70　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
れ
は
、
田
中
塊
堂
の
『
つ
ち
く
れ
』
収
載
断
簡
の
透
写
で
あ
る
。

71　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
れ
は
新
出
の
断
簡
。『
古
今
集
』
巻
十
七
（
870
―
871
）
で
、
二

六
・
五
×
一
五
・
一
㎝
、
界
二
一
・
三
、
横
枠
一
二
・
一
㎝
で
あ
る
。

出
所
に
つ
い
て
は
「
谷
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
図
18
）

図18
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（
翻
刻
）

　
　
　
　

つ
か
は
す
と
て
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
留
今
道

　
　

ひ
の
ひ
か
り
や
ふ
し
わ
か
ね
は
い
そ
の
か
み

　
　

ふ
り
に
し
さ
と
に
は
な
も
さ
き
け
り

　
　
　
　

二
条
き
さ
い
の
東
宮
の
み
や
す
ん
と
こ

　
　
　
　

ろ
と
ま
う
し
け
る
と
き
に
お
ほ
は
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

72　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
れ
も
新
出
の
断
簡
。『
古
今
集
』
巻
十
五
（
789
―
790
）
で
あ
る
。

寸
法
は
二
四
・
八
×
一
五
・
七
㎝
、
界
二
一
・
三
、
枠
幅
一
二
・
八
㎝
。

所
蔵
者
に
つ
い
て
は
、「
岡
田
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
図
19
）

図19

（
翻
刻
）

　
　

よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
衛
藤
原
高
常
朝
臣
む
す
め

　
　

し
て
の
や
ま
ふ
も
と
よ
り
の
み
か
へ
り
き
ぬ

　
　

つ
ら
き
ひ
と
よ
り
ま
つ
こ
え
し
と
て

　
　
　
　

あ
ひ
し
れ
り
け
る
ひ
と
の
や
う
や
く

　
　
　
　

か
れ
か
た
に
な
り
け
る
あ
ひ
た
に
や
け

73　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
れ
も
新
出
の
断
簡
。『
古
今
集
』
巻
八
（
387
―
388
）
で
あ
る
。
寸
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法
は
二
六
・
二
×
一
五
・
八
㎝
、
界
二
一
・
三
、
枠
幅
一
二
・
八
㎝
で

あ
る
。
出
所
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
図
20
）

図20

（
翻
刻
）

　
　
　
　

と
て
ま
か
り
け
る
と
き
に
や
ま
さ
き

　
　
　
　

に
て
わ
か
れ
を
し
み
け
る
と
こ
ろ
に
て

　
　
　
　

よ
め
る　
　
　
　

遊
女
白
女

　
　

い
の
ち
た
に
こ
ゝ
ろ
に
か
な
ふ
も
の
な
ら
は

　
　

な
に
か
わ
か
れ
の
か
な
し
か
ら
ま
し

　
　
　
　

や
ま
さ
き
よ
り
な
み
な
か
の
も
り
ま
て

74　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
れ
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
桑
山
美
術
館
の
所
蔵
と
し
て
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
複
製
手
鑑
の
『
な
つ
や
ま
』
に
も
原
寸
の
影
印
が
あ

る
。

75　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
れ
も
『
古
筆
学
大
成
』
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
原
本
は
五

島
美
術
館
の
所
蔵
で
あ
る
。

76　

飛
鳥
井
雅
経
・
長
谷
切

こ
れ
は
、「
長
谷
切
」
と
称
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
断
簡
で
あ

り
、
久
曾
神
昇
氏
の
『
和
漢
朗
詠
集
切
集
成
』
に
写
真
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

77　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

再
び
新
出
の
「
今
城
切
」
断
簡
で
あ
る
。『
古
今
集
』
巻
十
八
（
977

―
978
）
で
、
二
五
・
三
×
一
四
・
四
㎝
、
界
二
一
・
八
㎝
。
横
の
枠
は

片
側
の
線
が
見
え
な
い
の
で
実
測
で
き
な
い
。
所
蔵
者
は
「
益
田
」
と
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あ
る
。

（
図
21
）

図21

（
翻
刻
）

　
　
　
　

ひ
と
を
と
は
て
ひ
さ
し
く
あ
り
け
る
を
り

　
　
　
　

に
あ
ひ
う
ら
み
け
れ
は
よ
め
る

　
　

み
を
す
て
ゝ
い
き
や
し
に
け
ん
お
も
ふ
よ
り

　
　

ほ
か
な
る
も
の
は
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り

　
　
　
　

む
ね
を
か
の
お
ほ
よ
り
か
こ
し
よ
り
ま
う

　
　
　
　

て
き
た
り
け
る
に
ゆ
き
の
ふ
り
け
る
を
み

　
　
　
　

て
お
の
か
お
も
ひ
は
こ
の
ゆ
き
の
こ
と
く
な
ん

78　

飛
鳥
井
雅
経
・
今
城
切

こ
の
断
簡
は
す
で
に
『
古
筆
学
大
成
』
に
「
個
人
蔵
手
鑑
」
と
し
て

影
印
が
あ
る
。

79　

飛
鳥
井
雅
経
・
和
漢
朗
詠
集
切

飛
鳥
井
雅
経
筆
と
伝
承
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
筆
切
に
は
前

掲
の
「
長
谷
切
」
と
も
う
一
種
「
金
銀
切
箔
切
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
唯
一
の
断
簡
が
こ
れ
で
、『
古
筆

学
大
成
』
に
「
住
吉
家
讃
集
手
鑑
」
と
し
て
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、「
飛
鳥
井
雅
経
」
の
項
は
こ
こ
で
終
る
。

80　

飛
鳥
井
雅
有
・
八
幡
切

こ
こ
か
ら
は
「
飛
鳥
井
雅
有
」
に
な
る
。
雅
有
と
い
え
ば
「
八
幡

切
」
と
言
え
る
く
ら
い
圧
倒
的
な
枚
数
の
断
簡
が
残
っ
て
い
る
。
し
か

も
雅
有
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
い
る
。「
八
幡
切
」
と
い
え
ば
、

伝
小
野
道
風
筆
「
麗
花
集
」
が
有
名
で
あ
る
が
、
石
清
水
八
幡
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
ゆ
え
に
付
け
ら
れ
た
名
物
切
名
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
雅
有
の
「
八
幡
切
」
の
名
も
か
つ
て
松
花
堂
昭
乗
が
所
蔵
し
た
こ

と
に
因
む
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
雅
有
の
「
八
幡
切
」
に
は
、『
後

拾
遺
集
』
の
断
簡
と
『
千
載
集
』
の
断
簡
と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
藍
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の
内
曇
の
料
紙
と
紫
の
内
曇
の
料
紙
と
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。　

本
断
簡
は
『
千
載
集
』
の
方
で
、
巻
十
（
624
―
625
）
の
八
行
で
あ
る
。

料
紙
の
雲
は
藍
色
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。
二
二
・
八
×
一
六
・
二
㎝
。

余
白
に
「
谷
」
の
書
入
れ
が
あ
る
。

（
図
22
）

図22

（
翻
刻
）

　
　

ま
つ
り
け
る
時
い
は
ひ
の
こ
ゝ
ろ
を
よ

　
　

ま
せ
た
ま
う
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

二
条
院　

御
製

　
　

し
ら
く
も
に
は
ね
う
ち
つ
け
て
と
ふ
た
つ
の

　
　

は
る
か
に
ち
よ
の
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

　
　
　
　

百
首
の
哥
よ
み
た
ま
ひ
け
る
と
き
の

　
　
　
　

い
は
ひ
の
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

81　

飛
鳥
井
雅
有　

八
幡
切

前
項
に
続
い
て
、
こ
れ
も
雅
有
の
「
八
幡
切
」
で
あ
る
が
、
内
容
は

『
後
拾
遺
集
』
の
方
で
あ
る
。
巻
六
（
392
―
393
）
の
七
行
の
断
簡
で
、

寸
法
は
二
二
・
八
×
一
六
・
二
㎝
。
藍
の
内
雲
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
余
白
に
「
谷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
八
幡
切
」
は
基
本
的
に

一
面
八
行
の
書
写
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
行
少
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
、

余
分
と
み
な
さ
れ
た
次
の
歌
の
詞
書
と
か
作
者
名
な
ど
が
断
ち
落
と

さ
れ
た
り
、
削
り
取
ら
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
本
断
簡

は
末
尾
に
一
行
分
の
余
白
が
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く
後
者
な

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

（
図
23
）

図23

（
翻
刻
）ふ

ゆ
の
よ
に
い
く
た
ひ
は
か
り
ね
さ
め
し
て

も
の
お
も
ふ
や
と
の
ひ
ま
し
ら
む
ら
ん

　
　

障
子
に
ゆ
き
の
あ
し
た
ゝ
か
か
り
し

　
　

た
る
と
こ
ろ
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
長
家

と
や
か
へ
る
し
ら
ふ
の
た
か
の
こ
ゐ
を
な
み

ゆ
き
け
の
そ
ら
に
あ
は
せ
つ
る
か
な
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図23

（
翻
刻
）ふ

ゆ
の
よ
に
い
く
た
ひ
は
か
り
ね
さ
め
し
て

も
の
お
も
ふ
や
と
の
ひ
ま
し
ら
む
ら
ん

　
　

障
子
に
ゆ
き
の
あ
し
た
ゝ
か
か
り
し

　
　

た
る
と
こ
ろ
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
長
家

と
や
か
へ
る
し
ら
ふ
の
た
か
の
こ
ゐ
を
な
み

ゆ
き
け
の
そ
ら
に
あ
は
せ
つ
る
か
な

82　

花
山
院
師
賢　

松
尾
切

師
賢
の
古
筆
切
と
い
う
と
、『
古
筆
名
葉
集
』
類
に
掲
げ
ら
れ
て
き

た
の
は
、「
巻
物
切　

源
氏
哥
一
行
書
」
と
「
同
（
巻
物
切
）　

続
後
拾

遺　

一
行
書
」
の
二
点
で
あ
っ
た
。『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
至

る
と
前
者
に
は
「
松
尾
切
」
の
名
が
付
け
ら
れ
、「
源
氏
哥
ノ
註
」
と

の
説
明
が
付
さ
れ
、
後
者
は
「
集
未
詳
」
と
さ
れ
た
。
よ
う
や
く
昭
和

六
十
年
代
に
至
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
書
名
が
判
っ
て
き
た
。
後
者
は
出
光

美
術
館
蔵
の
『
見
ぬ
世
の
友
』
に
「
佐
々
木
切
」
の
名
が
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
近
年
で
は
こ
れ
を
用
い
て
「
佐
々
木
切
」
と
呼
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
田
中
登
氏
に
よ
っ
て
散
逸
歌
集
の
『
二
八
要
抄
』

の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（
注
４
）。

前
者
は
注
で
は
な
く
、

『
源
氏
物
語
』
中
の
和
歌
を
抄
出
し
、
簡
便
な
詞
書
を
付
し
た
『
源
氏

集
』
と
い
う
散
逸
歌
集
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
京

都
国
立
博
物
館
蔵
の
『
藻
塩
草
』
に
「
松
尾
切
」
の
名
が
付
さ
れ
て
い

る
。「

佐
々
木
切
」「
松
尾
切
」
の
い
ず
れ
も
、
花
山
院
師
賢
真
筆
の
懐
紙

や
短
冊
と
同
筆
と
さ
れ
、
花
山
院
師
賢
の
真
筆
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て

い
る
。
本
断
簡
は
新
出
の
「
松
尾
切
」
の
断
簡
で
あ
る
。『
源
氏
物

語
』「
須
磨
巻
」
の
206
―
207
番
の
歌
を
抄
出
し
て
い
る
。
二
六
・
九
×

八
・
七
㎝
。
所
蔵
者
名
に
関
す
る
注
記
は
な
い
。
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（
図
24
）

図24

（
翻
刻
）

　
　
　
　
　

五
せ
ち
は
と
か
く
し
て
き
こ
え
た
り

こ
と
の
ね
に
ひ
き
と
ゝ
め
ら
る
ゝ
つ
な
て
な
は
た
ゆ
た
ふ
心
君
し

る
ら
め
や

　
　
　
　
　

す
き
／
＼
し
さ
も
人
な
と
か
め
そ
と
き
こ
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
条
院

心
あ
り
て
ひ
き
て
の
つ
な
の
た
ゆ
た
は
ゝ
う
ち
す
き
ま
し
や
す
ま

う
ら
な
み

須
磨
に
退
去
し
て
い
る
光
源
氏
を
、
任
期
を
終
え
て
上
京
す
る
大
宰

大
弐
一
行
が
書
状
で
訪
れ
た
際
の
五
節
の
君
と
光
源
氏
の
挨
拶
の
贈
答

歌
で
あ
る
。
詞
書
も
原
文
を
そ
の
ま
ま
抜
書
し
て
い
る
。
な
お
、
五
節

の
君
の
歌
の
第
二
句
は
「
ひ
き
と
め
ら
る
る
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ

が
、「
ゝ
」
は
つ
い
う
っ
か
り
の
衍
字
で
あ
ろ
う
。

83　

甘
露
寺
資
経　

堀
川
院
切

こ
れ
は
『
堀
河
百
首
』
の
断
簡
で
、『
古
筆
学
大
成
』
は
複
製
手
鑑

『
小
鑑
』
の
引
用
図
版
を
載
せ
て
い
る
。『
校
本
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌

と
そ
の
研
究 

本
文
研
究
編
』
で
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。

84　

甘
露
寺
資
経　

堀
川
院
切

こ
れ
も
前
項
と
同
じ
『
堀
河
百
首
』
の
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
は

個
人
蔵
と
し
て
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。
根
津
美
術
館
の
展
示
図
録
に

は
植
村
和
堂
氏
蔵
と
あ
る
。

85　

萬
里
小
路
宣
房　

笠
置
切

萬
里
小
路
宣
房
の
古
筆
切
と
し
て
『
古
筆
名
葉
集
』
類
に
掲
げ
ら
れ

る
の
は
「
笠
置
切
」
が
唯
一
の
名
物
切
で
あ
る
。『
法
華
経
』
と
『
観

普
賢
経
』
の
断
簡
が
存
在
し
て
い
る
。
巻
八
の
完
本
が
藤
田
美
術
館
に

あ
り
、
宣
房
の
署
名
と
花
押
が
あ
る
ほ
か
、
巻
二
、
巻
六
、
巻
七
な
ど

の
零
本
に
同
様
の
宣
房
の
署
名
・
花
押
な
ど
が
見
え
、
萬
里
小
路
宣
房

の
真
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
断
簡
は
『
法
華
経
』
巻
五
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「
提
婆
達
多
品
第
十
二
」
の
一
部
で
あ
る
（
34
ｃ
04
―
15
）。
二
八
・
〇

×
一
六
・
二
㎝
、
界
二
二
・
〇
、
罫
二
・
一
㎝
。
所
蔵
者
名
の
記
載
は

な
い
。

（
図
25
）

図25

（
翻
刻
）我

當
為
宣
説
王
聞
仙
言
歓
喜
踊
躍
即
随
仙
人

供
給
所
須
採
菓
汲
水
拾
薪
設
食
乃
至
以
身
而

作
牀
座
身
心
無
倦
于
時
奉
事
経
於
千
歳
為
於

法
故
精
勤
給
侍
令
無
所
乏
尓
時
世
尊
欲
重
宣

此
義
而
説
偈
言

我
念
過
去
劫 

為
求
大
法
故 

雖
作
世
国
王 

不
貪
五
欲
楽

椎
鐘
告
四
方 

誰
有
大
法
者 

若
為
我
解
説 

身
當
為
奴
僕

時
有
阿
私
仙 

来
白
於
大
王 

我
有
微
妙
法 

世
間
所
希
有

86　

萬
里
小
路
藤
房　

道
僖
切

古
い
時
代
の
『
古
筆
名
葉
集
』
類
に
は
「
萬
里
小
路
藤
房
」
は
載
っ

て
お
ら
ず
、『
増
補
古
筆
名
葉
集
』
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、「
道
僖
切
」

と
「
山
田
切
」
の
二
種
が
登
場
し
て
き
た
ら
し
い
。
本
断
簡
は
『
後
撰

集
』
巻
二
〇
（
1383
―
1384
）
の
新
出
断
簡
で
あ
る
。『
増
補
古
筆
名
葉

集
』
に
は
、「
道
僖
切　

四
半
後
撰
哥
二
行
書
」
と
あ
る
。
も
と
よ
り

藤
房
の
真
筆
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
残
存
数
が
非
常
に
少
な

い
ら
し
く
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
僅
か
に
五
葉
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
も
、
巻
十
九
と
巻
二
〇
の
断
簡
し
か
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

本
断
簡
も
巻
二
〇
で
あ
る
。
田
中
登
氏
の
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
・

三
』
の
解
説
に
言
わ
れ
る
と
お
り
、
も
と
も
と
巻
十
九
と
巻
二
〇
と
の

零
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
分
割
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
当

た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
寸
法
は
、
二
二
・
五
×
一
五
・
〇
㎝
。
余
白

に
「
谷
」
と
あ
る
。

（
図
26
）
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図26

（
翻
刻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

命
ふ
い
さ
き
よ
き
子　
清
子

　
　

を
の
ゝ
え
の
く
ち
む
も
し
ら
す
君
か
よ
の

　
　

つ
き
む
か
き
り
は
う
ち
心
み
よ

　
　
　
　

西
四
条
の
み
こ
の
家
の
山
に
て
女
四
の

　
　
　
　

み
こ
の
も
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
臣

　
　

な
み
た
て
る
松
の
み
と
り
の
枝
わ
か
す

　
　

を
り
つ
ゝ
千
世
を
た
れ
と
か
は
み
ん

87　

萬
里
小
路
藤
房　

山
田
切

こ
ち
ら
は
「
萬
里
小
路
藤
房
」
の
「
山
田
切
」
の
方
で
あ
る
。「
山

田
切
」
も
残
存
数
が
非
常
に
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
に
四
葉
が
見
出
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
ち
ら
は
、『
藻
塩
草
』・『
見
ぬ
世
の

友
』・『
翰
墨
城
』
と
い
う
国
宝
四
大
手
鑑
の
う
ち
の
三
つ
に
貼
付
さ
れ

て
お
り
、
も
う
一
葉
は
五
島
美
術
館
蔵
の
『
染
紙
帖
』
に
貼
付
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
他
の
手
鑑
類
に
一
枚
も
存
在
し
な
い
方
が
不
思
議
で
は
あ

る
。
内
容
は
四
葉
と
も
、『
因
明
四
種
相
違
略
私
記
』
巻
下
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
断
簡
は
『
因
明
入
正
理
論
』（
012
ａ
21
―
23
）
で
あ
り
、

筆
跡
も
幾
分
違
い
が
あ
る
。
明
ら
か
に
ツ
レ
で
は
な
い
。
本
断
簡
の
肩

に
は
親
美
翁
の
筆
跡
で
「
山
田
切
」
と
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
や
は
り

「
山
田
切
」
と
は
異
な
る
仏
書
の
切
と
み
な
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

所
蔵
者
の
注
記
は
な
い
。

（
図
27
）

図27



111　田中親美透写古筆切「名葉集」の研究（2）

（
翻
刻
）用

必
是
亦
能
成
立
所
立
法
差
別
相
違
積

聚
他
用
諸
臥
具
等
為
積
聚
他
所
受
用
故

有
法
自
相
相
違
因
者
必
説
有
性
非
実
非

88　

萬
里
小
路
藤
房　

道
僖
切

前
掲
の
「
道
僖
切
」
の
ツ
レ
。『
後
撰
集
』
の
断
簡
で
、『
翰
墨
城
』

所
収
断
簡
の
透
写
で
あ
る
。

89　

源
通
親　

龍
山
切
（
一
）

『
千
載
集
』
巻
十
八
（
1194
―
1195
）
の
断
簡
。
従
来
、「
龍
山
切
」
に
は

一
首
二
行
書
の
部
分
と
三
行
書
の
部
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

『
古
筆
学
大
成
』
が
二
行
書
を
（
一
）、
三
行
書
を
（
二
）
と
分
け
て
集

成
し
た
こ
と
で
、
こ
の
二
種
は
ツ
レ
で
は
な
く
、
別
種
の
本
か
ら
切
り

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
共
に
升
形
本
の
断

簡
で
あ
り
、
筆
跡
も
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
非
常
に
区
別
を
つ
け
に
く

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
分
け
て
み
る
と
、
筆
意
に
若
干
の
違
い
が
あ
り
、

料
紙
の
大
き
さ
に
も
微
妙
な
差
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
残
存
数
が

少
な
い
と
な
か
な
か
分
別
が
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
。
こ
れ
は
（
一
）

の
新
出
断
簡
で
あ
る
。
一
八
・
二
×
一
一
・
二
㎝
。

（
図
28
）

図28

（
翻
刻
）

　
　
　

六
波
羅
密
寺
の
講
の
導
師
に
て

　
　
　

高
座
に
の
ほ
る
ほ
と
に
聴
聞
の
女
房

　
　
　

の
あ
し
を
つ
み
て
侍
け
れ
は
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
喜
法
師

　
　

ひ
と
の
あ
し
を
つ
む
に
て
し
り
ぬ
我

　
　

か
た
へ
ふ
み
お
こ
せ
よ
と
お
も
ふ
な
る
へ
し

　
　
　

や
ま
て
ら
に
こ
も
り
て
侍
け
る
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90　

源
俊
房　

黒
谷
切

古
い
『
古
筆
名
葉
集
』
類
に
「
源
俊
房
」
の
項
目
は
な
く
、『
増
補

古
筆
名
葉
集
』
に
至
っ
て
、「
堀
川
左
大
臣
俊
房
公　

黒
谷
切　

四
半

形
丹
地
ノ
絹
仏
書
甚
稀
ナ
リ
」
と
出
て
く
る
。 

「
甚
稀
ナ
リ
」
と
い
う

と
お
り
、『
藻
塩
草
』
所
収
の
一
葉
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
内
容
は

『
善
財
童
子
絵
』
の
画
賛
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
断
簡
は
『
藻
塩

草
』
の
切
の
透
写
で
あ
る
。

91　

久
我
通
具　

和
漢
朗
詠
集
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
下
（
340
―
342
）
で
あ
る
。
通
具
を
伝
承
筆
者
と
す

る
古
筆
切
の
代
表
的
な
も
の
に
、『
千
載
集
』
の
断
簡
で
あ
る
「
坊
門

切
」、『
時
代
不
同
歌
合
』
の
断
簡
で
あ
る
「
山
中
切
」
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
の
枚
数
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
和
漢
朗
詠

集
』
の
断
簡
は
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

本
断
簡
は
唯
一
の
孤
立
的
な
存
在
で
あ
る
。
他
方
、『
和
漢
朗
詠
集
』

の
古
筆
切
は
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
あ
る
の
で
、
他
の
伝
承
筆
者
の
中
に

ツ
レ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
確
認
し
き
れ
て
い
な
い
の

で
後
考
に
俟
つ
と
し
よ
う
。
一
六
・
六
×
一
四
・
三
㎝
。
料
紙
に
す
や

り
霞
の
紋
様
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
装
飾
を
施
し

た
反
故
紙
を
利
用
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
余
白
に
「
谷
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
図
29
）

図29

（
翻
刻
）

　
　

さ
を
し
か
の
あ
さ
た
つ
を
の
ゝ
あ
き

　
　

は
き
に
た
ま
と
み
る
ま
て
を
け
る



113　田中親美透写古筆切「名葉集」の研究（2）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
つ
ゆ

　
　
　
　

霧

　
　

竹
霧
暁
籠
銜
嶺
月

　
　

蘋
風 
暖 
送
過
江
春
白

　
　

雖
愁
夕
霧
埋
人
枕
猶

92　

世
尊
寺
行
経　

屏
風
詩
歌
切

本
断
簡
は
国
宝
手
鑑
『
翰
墨
城
』
に
貼
付
の
も
の
の
透
写
で
あ
る
。

寛
仁
二
年
正
月
、
摂
政
藤
原
頼
通
の
大
饗
の
た
め
に
調
製
し
た
屏
風
に

書
く
詩
歌
の
草
稿
と
言
わ
れ
て
い
る
。『
小
右
記
』
の
記
事
か
ら
筆
者

は
藤
原
行
成
と
さ
れ
て
い
る
。
行
成
の
四
十
七
歳
の
時
の
真
筆
と
し
て

極
め
て
重
要
視
さ
れ
る
が
、
春
名
好
重
は
『
古
筆
大
辞
典
』
の
解
説
に

お
い
て
「
行
成
の
真
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
言
う
。
は
た
し
て
い

か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

93　

藤
原
行
成　

法
輪
寺
切

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
断
簡
。
本
断
簡
の
原
本
は
『
古
筆
学
大
成
』
に

個
人
蔵
と
し
て
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

94　

世
尊
寺
定
実　

粉
河
切

こ
れ
も
『
翰
墨
城
』
所
収
断
簡
の
透
写
で
あ
る
。
国
宝
三
大
手
鑑
の

す
べ
て
に
断
簡
が
収
載
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
五
葉
し
か

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
五
葉
す
べ
て
が
『
高
野
大
師
行
状
図
絵
』

巻
三
の
断
簡
で
あ
り
、
異
本
系
統
と
さ
れ
る
。

95　

世
尊
寺
伊
行　

古
今
集
切
（
２
）

世
尊
寺
伊
行
を
伝
承
筆
者
と
す
る
「
古
今
集
切
」
は
極
め
て
少
な
い
。

鶴
見
大
学
図
書
館
所
蔵
の
一
葉
を
仮
に
（
１
）
と
す
る
と
、
本
断
簡

は
別
筆
な
の
で
（
２
）
と
す
る
と
、
こ
の
二
葉
し
か
な
い
。
今
後
ツ
レ

が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
そ
う
だ
。
二
七
・
六
×
八
・
一
㎝
。

「
仮
名
序
」
の
一
部
で
あ
る
。
余
白
に
「
谷
」
と
あ
る
。

（
図
30
）

図30

（
翻
刻
）

　
　

の
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ
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宇
治
山
僧
喜
撰
の
哥
詞
甚
萎
麗
而
首
尾
停
滞

　
　

如
望
秋
山
月
遇
暁
雲　
わ
か
い
ほ
は
み
や
こ
の
た
つ
み
し

か
そ
す
む
よ
を
う
ち
や
ま
と
ひ

　
　
と
は
い
へ
と
も

96　

世
尊
寺
伊
経　

久
世
切

こ
れ
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
図
版
が
載
る
『
万
葉
集

抄
』
八
行
の
う
ち
の
前
半
四
行
の
写
し
で
あ
る
。
複
製
手
鑑
『
な
つ

山
』
や
小
松
茂
美
『
古
筆
』
な
ど
に
も
八
行
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
巻
九
の
四
行
と
巻
十
五
の
四
行
を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の

で
、
貼
り
合
わ
さ
れ
る
以
前
に
透
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

97　

世
尊
寺
伊
経　

源
氏
物
語
切

『
源
氏
物
語
』
宿
木
巻
の
一
節
。
二
七
・
三
×
五
・
二
㎝
。
世
尊
寺

伊
経
を
伝
承
筆
者
と
す
る
「
源
氏
物
語
切
」
は
他
に
存
在
を
知
ら
な
い
。

「
源
氏
物
語
切
」
も
世
に
無
数
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
あ
る

の
で
、
他
の
伝
承
筆
者
に
ツ
レ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
は
、
前
述
の

「
久
我
通
具　

和
漢
朗
詠
集
切
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
注

意
を
要
す
る
の
は
、
縦
が
二
七
㎝
と
い
う
大
型
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

一
行
十
一
字
と
い
う
大
き
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
通
常
の

書
物
で
は
有
り
得
な
い
。
散
ら
し
書
き
の
一
部
か
、
絵
巻
の
詞
書
か
、

い
さ
さ
か
不
思
議
な
形
態
で
あ
る
。
余
白
に
「
翰
」
と
あ
る
。

（
図
31
）

図31

（
翻
刻
）か

き
あ
は
せ
を
い
と
あ
は
れ

98　

世
尊
寺
伊
経　

難
波
切

元
暦
校
本
『
万
葉
集
』
の
断
簡
で
、
こ
れ
も
『
翰
墨
城
』
所
収
の
も

の
の
透
写
で
あ
る
。

99　

世
尊
寺
伊
経　

久
世
切

再
び
『
万
葉
集
抄
』
の
写
し
で
、
こ
れ
は
『
藻
塩
草
』
所
収
断
簡
の

透
写
で
あ
る
。

100　

世
尊
寺
伊
経　

久
世
切

こ
れ
も
『
万
葉
集
抄
』
の
「
久
世
切
」
で
あ
る
。
本
断
簡
は
『
古
筆図32

（
翻
刻
）や

ま
桜
花
の
下
風
ふ
き
に
け
り

　
　

木
の
も
と
こ
と
の
雪
の
む
ら
き
え

　
　
　
　

題
不
知　
　
　

源
重
之

　
　

は
る
さ
め
の
そ
ほ
ふ
る
そ
ら
の
を
や
み
せ
す

　
　

お
つ
る
な
み
た
に
花
そ
散
け
る

　
　

か
り
か
ね
の
帰
羽
風
や
さ
そ
ふ
覧
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学
大
成
』
に
個
人
蔵
手
鑑
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
、
非
常
に
多
く

の
図
版
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

101　

世
尊
寺
行
能　

宇
治
切

『
新
古
今
集
』
巻
二
（
118
―
121
）
の
新
出
断
簡
で
あ
る
。
行
能
は
、

後
世
世
尊
寺
の
三
筆
と
呼
ば
れ
た
書
の
名
手
で
あ
り
、
行
能
以
後
の
世

尊
寺
家
の
書
風
を
世
尊
寺
流
と
呼
ぶ
と
さ
れ
、
実
に
多
く
の
古
筆
切
の

筆
者
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。「
宇
治
切
」
は
そ
れ
ら
の
中
で
も
特
に
有

名
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
三
〇
葉
程
の
断
簡
が
見
出
さ

れ
て
い
る
が
、
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
に
限
ら
れ
て
お
り
、
上
下
二
巻
か

ら
な
る
本
の
上
巻
だ
け
が
切
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

下
巻
に
つ
い
て
は
現
存
す
る
か
否
か
を
含
め
て
不
明
で
あ
る
が
、
上
巻

の
残
り
具
合
か
ら
考
え
る
と
、
下
巻
の
み
の
零
本
と
し
て
ど
こ
か
に
秘

蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
透

写
の
原
本
所
蔵
者
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
寸
法
は
一
五
・
九
×
一

五
・
四
㎝
で
あ
る
。

（
図
32
）

図32

（
翻
刻
）や

ま
桜
花
の
下
風
ふ
き
に
け
り

　
　

木
の
も
と
こ
と
の
雪
の
む
ら
き
え

　
　
　
　

題
不
知　
　
　

源
重
之

　
　

は
る
さ
め
の
そ
ほ
ふ
る
そ
ら
の
を
や
み
せ
す

　
　

お
つ
る
な
み
た
に
花
そ
散
け
る

　
　

か
り
か
ね
の
帰
羽
風
や
さ
そ
ふ
覧
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す
き
行
み
ね
の
花
も
残
すぬ
か

　
　
　
　

百
首
哥
め
し
ゝ
時
春
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
具
親

　
　

と
き
し
も
あ
れ
た
の
む
の
か
り
の
別
さ
へ

　
　

花
ち
る
比
の
み
よ
し
の
ゝ
さ
と

102　

世
尊
寺
行
能　

和
漢
朗
詠
集
切
（
五
）

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
巻
下
（
780
―
783
）
で
、
三
一
・
四
×
一
四
・
五
㎝

で
あ
る
。
世
尊
寺
行
能
を
伝
承
筆
者
と
す
る
古
筆
切
の
中
で
最
も
量
の

多
い
の
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
断
簡
で
あ
る
。
伝
行
能
筆
の
『
和
漢
朗

詠
集
』
の
完
本
は
今
で
も
時
々
市
場
に
姿
を
現
す
ほ
ど
で
あ
る
。『
古

筆
学
大
成
』
は
「
藤
井
切
」
を
筆
頭
に
、（
一
）
か
ら
（
十
三
）
ま
で

十
四
種
類
の
「
和
漢
朗
詠
集
切
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
十
四
種
類
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
他
に
も
多
数
の
別
種
の
断
簡
が
あ

り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
私
に
お
い
て
四
十
五
種
類
ま
で
分
類
し

て
い
る
が
、
ま
だ
さ
ら
に
別
種
が
存
在
す
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。

本
断
簡
は
右
の
内
の
「
和
漢
朗
詠
集
切
（
五
）」
に
相
当
す
る
と
考
え

ら
れ
、
当
断
簡
を
含
め
て
六
葉
を
確
認
し
て
い
る
。
余
白
に
「
谷
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

（
図
33
）

図33

（
翻
刻
）行

宮
見
月
傷
心
色
夜
雨
聞
猿
腸
聲

春
風
桃
李
花
開
日
秋
露
梧
桐
葉
落
時

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然
秋
燈
挑
尽
未
能
眠

南
翔
北
嚮
難
付
寒
温
於
秋
鴻
東
出
西
流

只
寄
瞻
望
於
暁
月

な
お
、
一
行
目
の
「
猿
」
の
下
に
「
断
腸
」
の
「
断
」
の
文
字
が
脱

落
し
て
い
る
。

103　

世
尊
寺
経
朝　

新
勅
撰
集
切

『
新
勅
撰
集
』
巻
七
（
466
―
467
）
の
断
簡
。
見
出
し
に
は
「
世
尊
寺
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経
朝
」
と
あ
る
の
だ
が
、
本
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
が
「
世
尊
寺　

行
尹
」
の
「
新
勅
撰
集
切
」
と
し
て
い
る
も
の
の
ツ
レ
で
あ
る
。
実
は

伝
世
尊
寺
云
々
の
「
新
勅
撰
集
切
」
の
極
め
は
相
当
複
雑
に
混
乱
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
が
「
世
尊
寺
経
朝
」
と
認
定
し

て
い
る
の
は
、『
翰
墨
城
』
所
収
断
簡
の
ツ
レ
で
あ
る
が
、
世
に
「
世

尊
寺
経
朝
」
と
さ
れ
て
い
る
断
簡
の
う
ち
の
相
当
数
が
、
実
は
「
世
尊

寺
行
尹
」
と
さ
れ
る
断
簡
の
ツ
レ
で
あ
り
、
逆
に
「
行
尹
」
と
さ
れ
て

い
る
断
簡
の
う
ち
の
相
当
数
が
「
経
朝
」
の
ツ
レ
で
あ
る
。
ま
た
、

「
世
尊
寺
行
豊
」
と
さ
れ
る
も
の
が
「
経
朝
」
の
ツ
レ
で
あ
っ
た
り
、

「
世
尊
寺
行
房
」
と
さ
れ
る
も
の
が
「
行
尹
」
の
ツ
レ
で
あ
っ
た
り
、

「
世
尊
寺
定
成
」
と
さ
れ
る
断
簡
が
「
行
尹
」
の
ツ
レ
、「
津
守
国
冬
」

と
さ
れ
る
断
簡
が
「
行
尹
」
の
ツ
レ
な
ど
と
、
混
乱
を
極
め
て
い
る
。

世
尊
寺
流
の
筆
跡
に
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
類
似
し
た
も
の
が
多

い
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
本
断
簡
は
、
二
二
・
二
×
一
四
・

五
㎝
。
余
白
に
「
谷
」
と
あ
る
。

（
図
34
）

図34

（
翻
刻
）

　
　

家
元
日
か
き
た
る
所　

前
関
白

は
つ
は
る
の
は
な
の
み
や
こ
に
松
を
う
へ
て

た
み
の
と
ゝ
め
る
ち
よ
そ
し
ら
る
ゝ

　
　

江
山
人
家
柳
あ
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
道
前
太
政
大
臣

名
に
し
お
は
ゝ
く
や
み
き
は
の
た
ま
や
な
き

い
り
え
の
な
み
に
み
ふ
ね
こ
く
ま
て

な
お
、
二
首
目
の
第
二
句
「
く
や
」
は
「
し
く
や
」
の
脱
字
か
。
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104　

世
尊
寺
定
成　

新
古
今
集
切
（
１
）

『
新
古
今
集
』
巻
十
三
（
1153
―
1154
）
で
あ
る
。
世
尊
寺
定
成
を
伝
承

筆
者
と
す
る
「
新
古
今
集
切
」
に
は
三
種
を
確
認
で
き
る
。
本
断
簡
は

そ
の
（
１
）
に
該
当
す
る
。（
１
）
は
現
時
点
で
三
種
の
う
ち
残
存
数

の
最
も
多
い
も
の
で
、『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅲ
新
古
今
集
編
』、『
平
成

新
修
古
筆
資
料
集
・
二
』
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ツ
レ
で
あ
る
。

一
六
・
二
×
一
四
・
〇
㎝
。
霞
の
下
絵
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
が
、

こ
れ
ま
た
反
故
を
使
用
し
た
と
思
し
い
。
余
白
に
こ
れ
も
「
谷
」
と
あ

る
。（
図
35
）

図35

（
翻
刻
）

　
　
　
　

百
首
哥
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　
　

あ
ふ
こ
と
を
け
ふ
ま
つ
か
え
の
た
む
け
草

　
　

い
く
よ
し
ほ
る
ゝ
袖
と
か
は
し
る

　
　
　
　

頭
中
将
に
侍
け
る
時
五
節
の

　
　
　
　

童
に
も
の
申
そ
め
て
の
ち

　
　
　
　

た
つ
ね
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
正
清
朝
臣

　
　

恋
し
さ
に
け
さ
そ
た
つ
ぬ
る
お
く
や
ま
の

　
　

ひ
か
け
の
露
に
袖
は
ぬ
れ
つ
ゝ

105　

世
尊
寺
行
尹　

続
拾
遺
集
切

『
続
拾
遺
集
』
巻
八
（
594
―
596
）
の
新
出
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
に

は
徳
川
黎
明
会
所
蔵
手
鑑
『
藁
叢
』
に
貼
付
さ
れ
る
二
葉
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
本
断
簡
を
含
め
て
五
葉
が
知
ら
れ
る
。
料
紙
の
寸
法
は
、

二
二
・
一
×
一
四
・
〇
㎝
で
あ
る
。
原
本
所
蔵
者
に
つ
い
て
の
記
述
は

な
い
。

（
図
36
）
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図36

（
翻
刻
）

　
　
　
　

題
し
ら
す　
　

前
大
納
言
為
家

　
　

み
し
こ
と
の
み
な
か
は
り
ゆ
く
老
の
み
に

　
　

こ
ゝ
ろ
な
か
き
は
秋
の
よ
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　
　

な
に
事
も
か
は
り
の
み
ゆ
く
世
中
に

　
　

お
な
し
か
け
に
て
す
め
る
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
弁
上
人

　
　

秋
の
よ
も
つ
ね
な
る
へ
し
と
お
も
ひ
せ
は

　
　

の
と
か
に
み
ま
し
山
の
は
の
月

106　

世
尊
寺
行
俊　

続
古
今
集
切

見
出
し
に
は
、「
世
尊
寺
行
俊
」
と
し
て
あ
る
が
、『
古
筆
学
大
成
』

が
「
寂
恵
筆
続
古
今
集
切
」
と
し
て
い
る
も
の
の
ツ
レ
で
あ
る
。
巻
十

七
（
1522
―
1525
）
の
断
簡
で
、
ツ
レ
と
し
て
巻
十
六
の
零
巻
及
び
、
巻
十

六
か
ら
巻
二
〇
ま
で
の
集
後
半
の
断
簡
ば
か
り
十
二
葉
と
一
巻
が
知
ら

れ
て
い
る
。
寂
恵
真
筆
と
さ
れ
る
「
石
見
切
」
な
ど
と
も
同
筆
と
認
め

ら
れ
、
寂
恵
の
真
筆
と
み
な
さ
れ
る
。
二
二
・
〇
×
一
五
・
三
㎝
。
余

白
に
は
こ
れ
も
「
谷
」
と
あ
る
。

（
図
37
）

図37
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（
翻
刻
）お

も
か
け
の
う
つ
ら
ぬ
と
き
も
な
か
り
け
り

こ
ゝ
ろ
や
は
な
の
か
ゝ
み
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
伊
平

む
か
し
よ
り
心
に
そ
め
し
は
な
の
か
は

こ
け
の
そ
て
ま
て
か
は
ら
さ
り
け
り

　
　
　
　

題
不
知　
　
　
　

伊
勢

も
ろ
と
も
に
あ
り
し
む
か
し
を
お
も
ひ
い
て
ゝ

は
な
み
る
こ
と
に
ね
こ
そ
な
か
る
れ

わ
か
た
め
に
な
に
の
あ
た
と
て
は
る
か
せ
の

以
上
で
「
世
尊
寺
家
」
を
伝
承
筆
者
と
す
る
古
筆
切
が
終
わ
る
。
こ
れ

に
続
い
て
、「
源
順
」
の
「
栂
尾
切
」
の
写
し
に
始
ま
り
、「
藤
原
定

頼
」、「
源
俊
頼
」
等
か
ら
「
源
実
朝
」、「
足
利
尊
氏
」
に
至
る
人
々
が

並
ぶ
。
も
は
や
予
定
の
枚
数
を
大
幅
に
超
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
回

は
こ
こ
ま
で
に
留
め
た
い
。

注１　

 

平
林
盛
得
「
後
鳥
羽
天
皇
宸
記
切
と
宸
記
逸
文
」（『
古
典
研
究
会
創
立

二
十
五
周
年
記
念

国
書

漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院
、
平
成
三
年
八
月
に
所
収
）

２　

 

木
下
華
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
『
延
喜
御
集
』
に
「
も
み
し
」
の

例
が
一
首
見
ら
れ
る
（
た
だ
し
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
）
と
の
こ
と

で
あ
る
。

３　

 

久
曾
神
昇
「
如
意
宝
集
（
研
究
・
翻
刻
）」（『
久
曾
神
昇
博
士
還
暦

記
念

研

究
資
料
集
』
風
間
書
房
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
に
所
収
）

４　

 

田
中
登
『
古
筆
切
の
国
文
学
的
研
究
』（
風
間
書
房
、
平
成
九
年
九

月
）

な
お
、
冒
頭
の
前
稿
の
訂
正
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
淳
、
細
貝
宗
弘
、

徳
植
俊
之
、
吉
野
朋
美
、
木
下
華
子
の
各
先
生
方
か
ら
、
誤
読
の
指
摘
、

解
読
案
な
ど
懇
切
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
特
に
お
名
前
を
記
し
て

深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　

成
城
大
学
名
誉
教
授
）


